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「精神的充足・社会的適応力」評価尺度の縦断的活用に関する検討（ ）
―測定結果に対する生徒自身の振り返りに基づいた検討―
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「精神的充足・社会的適応力」評価尺度 菅野・綿

井， は，生徒理解用の心理検査 マトリ

ックス として学校教育で活用されている。本検査

は，結果シートを児童生徒にも返却しており，自

身による自己理解の促進を目指している。この趣

旨は現行の学習指導要領における「振り返り学習

を工夫して行うこと」と一致するものである。児

童生徒が自らの学び・活動・姿を振り返って次の

問題発見・解決につなげていくことは，教科学習

のみならず自己成長をはかり，主体的な学びを実

現する上で重要な役割を果たすと考えられる。

児童生徒が本評価尺度の結果シートから自己を

振り返り，自己理解と課題の解決に取り組むには

反復実施が必要となる。そこで本研究は，同一学

年集団に評価尺度を反復実施した縦断的な取り組

みを対象として，結果シートの返却に基づく振り

返りが「精神的充足・社会適応力」の様子とどの

ように関連するのかについて検討する。

方 法

調査対象 首都圏にある公立中学校の同一学年の

生徒 名（男子 名，女子 名）。以下に述べ

る尺度・調査に全て回答した生徒を対象とした。

調査時期 調査は 回実施した。 回目は 年

・ 月（ 年生）， 回目は 年 月（ 年生），

回目は 年 月（ 年生）。

調査内容と実施方法 ①「精神的充足・社会的適

応力」評価尺度 菅野ら， ；計 項目， 件

法）と②評価尺度への回答および測定結果に対す

る生徒の振り返りに関する調査（以下，調査。計

項目， 件法）。①の尺度に回答した数週間後に，

結果シートが， 等で学級内で担任教員からワー

クブックとともに返却された。生徒自身が結果を

確認した後に②を実施した。

結果と考察

振り返り調査の分析 調査項目の構造を確認

するために， 項目に対する計 回の

回答結果について因子分析（主因子法，

プロマックス回転）を行った。共通性

の低かった 項目を除いた 項目に対

して 因子が抽出された。第 因子は

「向上意欲 項目）」で，負荷量が大

きかった項目は「『心のエネルギー』を

高めようと思った」「結果シートを読ん

で，自分の課題を発見することができ

た」であった。第 因子は「振返確認

項目 」で，「自分の結果について家族に話した」

「家に帰ってから結果シートを読み返した」であ

った。第 因子は「特性理解 項目）」で，「『社

会生活の技術』とは何かがよくわかった（わかっ

ている）」であった。

振り返り調査への回答に基づく生徒の分類

「向上意欲」・「振返確認」と評価尺度結果との

関連を検討するため，調査回答に基づいて生徒の

分類を行った。各実施回での調査への回答を因子

ごとに得点に換算して集計した結果が で

ある（全くあてはまらない： 点～とてもよくあ

てはまる： 点）。さらに生徒ごとに 回分の得点

の合計点を算出し，全生徒の平均・ を基準とし

て，向上意欲・振返確認の 因子別に，高中低の

群に分類した。

評価尺度と調査との関連

精神的充足／社会適応力の各合計得点について，

向上意欲／振返確認の各 群と実施回ごとに集計

した 。各合計得点の実施回・群間での差

異を 要因分散分析（対応あり：回数，なし 群）

により検討した。その結果，いずれの場合も，回

数と群の主効果が有意となり， 回目＞ 回目，低

群＜高群という差異が示された。先行研究 猪熊

ら と同様に回数を重ねるごとに得点が低下

したものの，結果に基づいた課題解決や振り返り

への意欲が高い生徒ほど得点が高く保たれている

ことが明らかになったといえる。
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高校生に対するオンライントレーニングのスティグマ改善への有効性
―発達障害に対する知識の獲得を通して―
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問題と目的

偏見の中でも，特に否定的な社会的アイデンテ

ィティをもたらす属性が，「スティグマ」(負の烙

印)である。「障害」のとらえ方は，旧来は個人の

問題に帰属させる「医学モデル」が主流であった

が，近年，社会の中に障壁があるとする「社会モ

デル」の考え方が登場している。障害に対するス

ティグマは，社会の中にある障壁の一つと考える

ことができる。この社会の中にある障壁を取り除

くために，障害者差別解消法が施行された。

教育においては，小中学校の通常の学級に，発

達障害 (Neurodevelopmental Disabilities; ND) の疑

いのある児童生徒が 6.5%存在していることが報

告されている (文部科学省，2012)。また，いじめ

や不登校等の学校教育の問題の背景に発達障害が

関わっていることが指摘されている。高等学校進

学率は 98％以上であり，6.5％の生徒の多くは高

等学校に進学している。義務教育ではない高等学

校においても ND のある生徒への特別支援が必要

である。その際，当事者に対する教育だけではな

く，周囲の環境の中にあるスティグマの改善も重

要である。Torii & Someki (2016) は，高校生に対

する講義形式の障害理解授業によって，知識が獲

得されスティグマの改善につながったことを報告

している。ND に対するスティグマを改善するた

めに，障害理解教育は重要だが，利用できるリソ

ースには地域格差がある。これらを解消するため

の手段の一つとして，インターネットを活用した

オンライントレーニング (Online Training：以下

OLT) がある。大学生を対象にした ASD へのステ

ィグマに関する研究では，OLT によって，正しい

知識が獲得され，心理的にも社会的距離が縮まる

効 果 が 認 め ら れ た こ と が 報 告 さ れ て い る

(Gillespie-Lynch, et al. ,2015; Someki, et al., 2018)。
高校生に対しても， OLT による障害理解プロ

グラムが提供できれば，地域格差を超えて広く社

会に貢献できるだろう。そこで，ND に対する高

校生のスティグマの改善のためのオンラインプロ

グラムを開発し，その有効性を検証することを目

的とし，本研究に取り組んだ。

方 法

研究協力者

A高等学校 1学年 38名 (男子 15名，女子 21名，

性別無回答 2 名)，B 高等学校 1 学年 228 名 (男子

52 名，女子 173 名，性別無回答 3 名)，計 266 名 (男
子 67 名，女子 194 名，性別無回答 5 名)
教材

スティグマ改善オンライントレーニングプログ

ラム 68 枚のスライド画像

手続き

高校の教員による本研究の概要の説明ののち，

高校のコンピュータルームで，生徒一人一人がデ

スクトップ PC を使用して，学習プログラムを実

施した。プログラムの効果を測定するため，学習

前後に質問への回答を得た。スティグマの尺度と

して，Bogardus (1933) の「社会的距離」尺度を高

校生の生活に合わせて改変して用い，回答の平均

を社会的距離得点とした。また，ND に関する知

識を問う項目の平均を知識得点とした。

結 果

学習後の知識得点は，M = 1.84, SD= .60, t (76) 
=2.67, p < .01 で，有意に改善が見られた。社会的

距離については，学習後は M = 2.16, SD=.90 で有

意差は認められなかった。Pearson の積率相関係数

を求めたところ，学習前の知識と社会的距離 (r
= .526)，学習後の知識と社会的距離 (r = .575) に，

それぞれやや強い相関が認められた。

考 察

本研究では，高校生対象の OLT で，知識獲得に

社会的距離よりも大きな効果が認められ，また，

知識得点と社会的距離得点に相関が認められた。

これは， Torii & Someki (2016)と同様の傾向であ

った。ND に関する知識が社会的距離と相関して

いることから，本研究での OLT は ND に対するス

ティグマ改善の第一歩となりうると考える。次な

るステップとして，スティグマの改善に向けた実

践を積み重ねていくことが重要だろう。
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